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つ な ん じ か ん

やさしい　つなんに

　それに人間の明日はどうなるか分からない。

今までもずっと思ってきたことだけど、これから

も「今」を生きないと損をする。

　みんなもお父さん、お母さん、家族の時間を

大事に、学校に来たら、お友達と楽しく勉強して、

遊んで。その時間の積み重ねが大事。それが、

困った時に支えてくれるみんなの強い絆になる

から。と、思いの丈を自分の言葉で、子どもたち

の心に語りかけるように伝えていました。

　授業が終わったあと、子どもにちゃんと伝わっ

たのか不安だったという学さん。障害者に対

して歩道や設備のバリアフリーも大事だけれど、

心もバリアフリーになったらいいな。それがや

さしい津南になることなんだと思います。こん

な俺の話でよければいつでも話にいきますよ。

と笑顔で話してくれました。

　2 月 6 日に上郷小学校で全校道徳の授業が

行われました。講師は 20 代で遠位型ミオパ

チーという、心臓から離れた部位から萎縮して

いく難病を患った福原学さん（外丸本村）

　

　「がんばっているつもりはないんだけど」と少

し緊張した面持ちで語り始めた福原さん

　がんばっている意識はないけれど、今こう

やっているのも、いろんな人の支えのおかげ

だから、一瞬一瞬の出来事を大切に生きている。

　確かに体のハンディがあって、すべてほかの

人のお世話になっていて。それを返せるわけ

ではないけど、その想いに応えるのは、俺が

笑顔でいることが一番だと思うから。笑うこと

でまわりの人に元気を与えられたらいいな。



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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特 
集
Topic

心
を
合
わ
せ
て

地
域
の
子
ど
も
を
育
む
取
組

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が

始
ま
り
ま
す
（
平
成
29
年
４
月
〜
）

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

よ
り
一
層
の
町
ぐ
る
み
で
の
取
組
強
化
へ

　

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
一
番
の
ね
ら

い
は
、
学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
当
事

者
意
識
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

て
い
く
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
子
ど
も
た
ち
の
規
範

意
識
や
社
会
性
等
の
課
題
、児
童
虐
待
の
増
加
、

貧
困
問
題
の
深
刻
化
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り

や
支
え
合
い
の
希
薄
化
、
複
雑
化
・
多
様
化
し

た
学
校
課
題
等
が
、
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い

ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成

長
を
促
す
に
は
、
社
会
総
掛
か
り
で
の
教
育
の

実
現
が
不
可
欠
で
す
。

　

目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
学
校
へ
の
転
換
と
、
学
校
づ
く
り

に
参
画
す
る
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
識
改
革

を
促
し
、
学
校
と
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。

津
南
町
の
町
民
は
、「
お
ら
が
学
校
」
と
い

う
意
識
が
強
く
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
対
す

る
関
心
も
高
い
で
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
協

力
を
惜
し
ま
な
い
気
風
が
育
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
各
学
校
の
教
育
活
動
に
、
多
く
の
地

域
住
民
が
関
わ
り
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
強
く
て
や
さ
し
い
子
」
を
育
て
る

津
南
町
教
育
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
「
育

ネ
ッ
ト
つ
な
ん
」
が
組
織
さ
れ
、
町
全
体
で
行

う
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
運
動
」、「
あ
い

さ
つ
運
動
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
共
通
実
践

事
項
と
し
、
保
育
園
部
会
・
学
校
部
会
・
保
護

者
部
会
・
地
域
部
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
、
学
校
運
営
協
議
会
の
代
表

が
、「
育
ネ
ッ
ト
つ
な
ん
」
の
委
員
に
加
わ
る

予
定
で
す
。
学
校
運
営
協
議
会
と
「
育
ネ
ッ
ト

つ
な
ん
」
が
関
連
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
全
体

の
取
組
と
連
携
し
た
学
校
運
営
協
議
会
と
な
り

ま
す
。
こ
こ
が
、他
市
町
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
違
う
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
地
域
に
と
っ
て
も

・
経
験
を
生
か
す
こ
と
で
生
き
が
い
や
自
己
有

用
感
に
つ
な
が
る
。

・
学
校
が
社
会
的
つ
な
が
り
、
地
域
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
。

・
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
る
。

・
地
域
の
防
犯
・
防
災
体
制
等
の
構
築
の
基
礎

と
な
る

と
い
っ
た
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

津南町教育委員会
管理指導主事

関谷　利
と し よ し

良

保護者・地域の皆さん

教育委員会

学校指定

委員任命

教育委員会

学校指定

委員任命
学校運営の
基本方針

学校運営・
教育活動

委員：保護者、地域住民、学校職員等

コミュニティ・スクールとは
「学校運営協議会」を設置している学校のことを指します。

説 

明

説 明

学校運営への意見 承認・意見

意 

見

コミュニティ・スクールコミュニティ・スクール

学校運営協議会学校運営協議会 校 長校 長

津南型



特集 津南型コミュニティ・スクールが始まります
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Ｑ１　学校運営協議会制度とは、どんなものですか？

Ｑ２　学校運営協議会委員には、どんな人がなるのですか？

Ｑ３　学校運営協議会は、どんなことをするのですか？

　現在の学校評議員制度は、学校評議員が校長の求めに応じて、学校運営に関する意見を述べるものです。「学
校運営協議会」は、学校の教育目標・ビジョンを共有するとともに、校長の求めによらず意見を述べること
ができる一定の権限を有する合議制の機関です。このため、委員の当事者意識の向上、役割分担の明確化に
より、地域ぐるみの教育の実現に近付きます。

　津南町学校運営協議会規則では、委員は 10 名以内とし、下に掲げる人の中から校長の推薦により教育委
員会が任命することになっています。

・校長が作成した学校経営の方針や教育活動の計画等について承認したり、意見を述べたりします。また、
町の教育委員会にも必要な意見を述べます。

・毎年度１回以上、各学校の運営状況等について評価をします。
・保護者や地域住民等に対して、活動状況を公開する等により、情報を提供します。
・学校の運営について、地域住民等の理解、協力、参画等が促進されるように努めます。
・学校の教育活動に対する地域住民等の積極的な参画及び支援が促進されるように努めます。

・保護者　・地域住民　・校長　・教職員　・学識経験者　・関係行政機関の職員
・その他、教育委員会が適当と認める人　

コミュニティ・スクールは、これまでの津南町の取組をより一層進めようとするものです。純朴で未来のある子どもたちと

の関わりを通して「やっぱり『つなん』が 好き」と思える活気のある町づくりをしていきましょう。 

■お問い合わせ先　津南町役場教育委員会子育て教育班　℡ 765 － 3118

津南型コミュニティ・スクール

育ネットつなん

地域住民・関係機関・企業・商店等

芦ヶ崎小学校
学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）

上郷小学校
学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）

津南中学校
学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）

津南小学校
学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）

学校部会共通実践事項

保育園部会共通実践事項

保護者部会共通実践事項

地域部会の取組
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 20年以上続く、北越銀行社会福祉活動
— 12月22日　北銀まごころの会 —

 新１年生へ贈呈
— ２月２日　交通安全の傘を贈呈 —

— ２月３日　クリアファイル贈呈 —

 交通栄誉章「緑十字銀章」受章
— １月20日　東京都文京シビックホール —

 津南町の教育に役立てて欲しい
— １月13日　学校教育寄附　村山政文氏 —

　北越銀行のボランティア活動団体「まごころの会」さんよ
り「いこいの家」にワイヤレスマイクやスピーカーセットな
どの放送設備が寄贈されました。施設を管理受託している
NPO法人地域ケアサポート魚沼の高橋孝男さんは「たいへ
んありがたい話です。日々の活動に活かしていきたい。」と
感謝の気持ちを表していました。贈呈した北越銀行会田支
店長も「喜んでもらえてうれしいです。」と話をしていました。

　来春の津南町の新入学児童は64名の予定です。入学を
楽しみに待つ子どもたちが、安全に通学できるように公益
財団法人十日町地区交通安全協会から交通安全傘が贈ら
れました。「子どもたちの事故がないように」と話す半戸さん
と富井さん。各小学校で行われる2月の入学説明会で新入
学児童へ配布する予定です。

　学校教育寄附金として役立てて欲しいと個人として20万
円の寄附をいただきました。

　子どもたちの学習に役だててもらえれば。と、塩沢信
用組合様より町内の小中学校の新一年生へ「校名入り」
クリアファイルが贈呈されました。

　（公財）十日町地区交通安全協会副会長（津南町統括）である
半戸正志さんが警察庁長官・全日本交通安全協会長連名に
よる交通栄誉章「緑十字銀章」を受章されました。平成15年
から13年間にわたり、交通事故防止活動に取り組まれまし
た。支えとなった正子夫人には全日本交通安全協会長によ
る感謝状が贈呈されました。

↑目録を手渡す ( 右から）北越銀行津南支店の会田支店長

NPO法人地域ケアサポート魚沼の高橋孝男さん、上村町長

↑傘を広げる桑原教育長と安協津南統括の半戸さん（左）、

交通センターの富井さん（右）

↑寄附金を手渡す村山政文さん（右）
↑昨年に続きクリアファイルを桑原教育長に手渡す上村常務監事（右）
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 受け継がれる地域の伝統
— ２月６日　上郷小学校　大井平 和紙作り —

 あやしい人にはご用心
— ２月30日　わかば保育園不審者訓練 —

 確定申告の時期になりました
— １月30日　十日町税務署ICTを使った電子申告(e-Tax)体験 —

各委員を紹介します
固定資産評価審査委員

大澤　隆さん（5期目）

　大井平の和紙技術を使った卒業証書作りが上郷小学校で
行われ、今年卒業を迎える6年生とその保護者が参加しました。
大井平集落の和紙作り技術を今に受け継ぐ山岸祐二（しなの
荘）さんに指導を受け、昔ながらの紙漉きを体験した6年生。最
初はおそるおそる手を動かしていた子どもたちでしたが、あっ
という間にコツをつかみ、真剣な眼差しでいざ本番。出来上
がった、世界にひとつだけの特別な卒業証書に目を輝かせて
いました。

　十日町警察署赤沢駐在所の管内にあるわかば保育園で、
不審者訓練が行われました。
　毎日、保育園や学校の登下校のパトロールを行い園児に
大人気、保護者にも信頼のあつい赤沢駐在所井口巡査部長
が不審者役となり秋成駐在所風間巡査部長と一緒に指導。
気迫ある演技に園児の中には泣き出す子もいました。

　大澤さんは町内で土地家屋調査士をされており、固
定資産に精通されています。引き続きよろしくお願い
します。

　江口税務署長は「e-Taxは国税庁のホームページから申告
するので、昼夜問わず自宅でも行え時間の節約にもなりま
す。初めてでも資料が揃っていれば20分くらいで作成でき
ます。ぜひ挑戦してみてください。」と話していました。所得
税の確定申告の期間は３月15日㈬までです。

↑今年も世界に一枚だけの卒業証書が出来ました

↑侵入者を取り押さえる訓練では「さすまた」やその場にある遊具の

棒など有効活用

↑より繊維を絡ませるために前後左右に漉きます。

↑園児に「お菓子をあげる」と声かけをする不審者役の警察官
↑税務署の職員に入力の仕方を教わる上村町長
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か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）」
の
受

付
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
今
回
は
１
人
に
つ
き

１
５
，
０
０
０
円
で
す
。）

■
対
象
者

　

先
の
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象

者
と
同
じ
か
た
が
給
付
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

給
付
基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に
お
い

て
次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
か
た
で
す
。

①
津
南
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た

②
平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
か
た

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

・
給
付
金
支
給
決
定
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
か
た

・
平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
か
た
の
扶
養
親
族
等

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

■
給
付
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
５
，
０
０
０
円

■
申
請
手
続
き

　

対
象
者
及
び
対
象
と
思
わ
れ
る
か
た
に
つ
い

て
、
２
月
中
旬
に
町
か
ら
申
請
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、短
大
、大
学
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の

　

津
南
町
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
学
級
「
長
生

学
園
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

長
生
学
園
は
、
講
師
を
招
い
て
お
話
を
聞
い

た
り
、
お
互
い
に
学
び
合
う
趣
味
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
し
て
、
人
と
の
輪
と
和
を
大
切
に
、
元
気

で
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
り
と
、

　

病
気
や
事
故
に
よ
り
脳
に
障
害
を
受
け
、
記

憶
力
や
注
意
力
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が

低
下
す
る
状
態
を
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
ご
家
族
同
士
で
日
頃
の
悩
み
や

思
い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

平
成
29
年
３
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
会
場　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

（
十
日
町
保
健
所
）
１
階
会
議
室
（
十
日
町
市

高
山
８
５
７
）

■
対
象　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
ご
家
族

■
料
金　

無
料

■
申
込
締
切　

３
月
１
日
㈬

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
健
康
福
祉
部
地
域
保
健
課

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
２

臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
に
つ
い
て

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）が

サ
ポ
ー
ト
！

集
ま
れ
!!
元
気
な
幸
齢
者
!!

「
長
生
学
園
参
加
者
募
集
」

～
健
康
で
い
き
い
き
人
生
を
～

魚
沼
圏
域

「
高
次
脳
機
能
障
害
者

　
　
　
　

家
族
の
つ
ど
い
」

暮らしの
情報満載

　

ご
自
身
で
、
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
か
た
で
、

申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
福
祉
保

健
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
の
記
載
等
に
つ
い
て
は
、「
記
入
の

仕
方
」
を
参
照
さ
れ
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

津
南
町
福
祉
保
健
課
福
祉
班
窓
口
に
提
出
す
る

か
、
同
封
の
封
書
に
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
た
申
請
書
を
審
査
し
、
不
備
が
な
く

支
給
決
定
し
た
場
合
に
は
、
翌
月
末
を
目
処
に
、

申
請
書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　

平
成
29
年
２
月
17
日
～
平
成
29
年
５
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

様
々
な
活
動
を
す
る
場
で
す
。

　

大
勢
の
方
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
開
催
時
期　

平
成
29
年
４
月
か
ら
12
月

※
趣
味
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
年
間
を
通
し
て
活

動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

○
全
体
会
（
講
演
会
や
体
験
活
動
等
）

　

○
趣
味
ク
ラ
ブ（
社
交
ダ
ン
ス
・
踊
り
・
短
歌
・

水
墨
画
・
手
芸
・
書
付
・
押
し
花
・
フ
ラ

ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
）

　

○
中
里
み
の
り
学
園
と
の
交
流
会

　

○
研
修
旅
行

　

○
文
集
「
光
嶺
百
年
杉
」
発
行

　
　
（
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
同
発
行
）

■
参
加
費　

１
人　

５
０
０
円
（
年
間
）

■
参
加
申
し
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
、
町
公

民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
年
度
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
７
６
５
‐
３
１
３
４

ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内

■
金　

利　

年
１
・
81
％

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
41
％

　
（
平
成
28
年
12
月
９
日
現
在
）

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

■
Ｈ　

Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

■
お
問
い
合
わ
せ　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

ま
た
は
℡
（
０
３
）
５
３
２
１
‐
８
６
５
６
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新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
３
月
の
１
ヶ
月

間
、「
そ
の
請
求
に
困
っ
た
ら
司
法
書
士
へ
」

と
題
し
て
借
金
、
奨
学
金
、
家
賃
な
ど
金
銭
の

請
求
を
受
け
お
困
り
の
か
た
を
対
象
に
無
料
法

律
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮
（
土
日
祝

祭
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

■
相
談
内
容　

借
金
、
奨
学
金
、
公
共
料
金
、

　

家
賃
等
の
滞
納
な
ど
金
銭
債
権
の
請
求

■
電
話
番
号　

０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
９
７
４

　
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
担
当
司
法
書
士
の
電
話

番
号
を
ご
案
内
し
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会　

事
務
局

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、
悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁
護
士
さ
ん

に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前

申
し
込
み
で
す
の
で
３
月
３
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
し
だ
い
、
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
役
場　

三
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

役
場
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

捨
て
猫
・
野
良
猫
等
の
問
題
は
解
決
し
に
く

い
難
題
で
す
が
、
少
し
で
も
殺
処
分
さ
れ
る
猫

を
減
ら
す
た
め
に
、
動
物
愛
護
協
会
で
は
、
ゼ

ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
こ
れ
以
上
不
幸

な
猫
を
つ
く
ら
な
い
取
組
み
で
す
。
ご
近
所
の

猫
で
お
困
り
の
か
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
４
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

金
銭
の
請
求
に
関
す
る

無
料
電
話
法
律
相
談
会

弁
護
士
に
よ
る「
無
料
法
律
相
談
」

猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

「
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す

　
（
受
付
：
午
前
９
時
か
ら
）

■
会
場　

十
日
町
情
報
館 

１
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
（
十
日
町
市
西
本
町
２
丁
目
１
‐
１
）

■
参
加
費　

無
料

　
（
定
員
１
０
０
名
・
事
前
申
込
み
不
要
）

■
セ
ミ
ナ
ー
内
容
（
予
定
）

①
新
潟
県
に
お
け
る
犬
・
猫
の
保
護
、譲
渡
に
関

す
る
取
組
み（
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
）

②
新
潟
県
の
地
域
猫
の
現
状
に
つ
い
て

　
（
魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト
）

■
主
催　

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
十
日
町
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ　

十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

　

℡
７
５
７
‐
２
７
０
７

道路交通法一部改正 平成29年３月12日施行

１
75歳以上のドライバーの認知機能を厳しくチェック !!
認知症を患う可能性の高い 75 歳以上のドライバーは、「認知機能検査」の受検が義
務づけられていますが、改正により、認知機能のチェック体制がさらに強化されます。

★免許証更新時の「認知機能検査」で、専門医の診断が義務づけられる範囲が拡大されます。

★免許証更新時以外にも、「認知機能検査」が行われることがあります。

★施行日以降に 75 歳以上のかたが、万が一、臨時認知機能検査の対象となる 18 種類の違反をした場合、検査

を受けることになります。

2  
準中型免許が新設 !!
高校新卒者など若いトラックドライバーの確保を図るため、18 歳から取得可能で、現
行の普通免許よりも広い範囲の自動車を運転できる「準中型免許」が新設されます。

★車両総重量 7.5 トン未満の「準中型自動車」を運転できます。

★新規の普通免許で運転できる自動車は限定されます。

★従前の普通免許で運転できる自動車は変わりません。

問合せ先：十日町警察署（025-752-0110）、新潟県運転免許センター（025-256-1212）
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男子リレー優勝　津南小 Aチーム　アンカー　飯塚立夢選手

６年生男子優勝　半戸宝良選手

女子リレー優勝　芦ヶ崎小 Aチーム　アンカー　中島ひな子選手

６年生女子優勝　中島由菜選手

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
　
①
中
島
幹
太（
芦
）

②
宮
﨑
茂
市（
芦
）③
滝
沢
兜
真（
芦
）

④
津
端
英
大（
津
）⑤
薗
部
太
一（
津
）

⑥
鈴
木　

翠（
芦
）⑦
山
田
直
央（
津
）

⑧
中
田　

倫（
津
）⑨
涌
井
永
太（
芦
）

⑩
板
塲
健
太（
津
）

５
年
３
㎞
　
①
中
澤
拓
斗（
津
）②
鈴

木
珠
愛（
津
）③
風
巻
荘
太（
津
）④
保

坂
航
平（
上
）⑤
石
沢
郁
人（
上
）⑥
久

保
田
凌
玖（
津
）

６
年
３
㎞
　
①
井
ノ
川
純
平（
津
）②

飯
塚
立
夢（
津
）③
津
端
一
徹（
津
）④

半
戸
琉
哉（
上
）⑤
井
ノ
上
祐
馬（
芦
）

⑥
藤
木
陽
滉（
芦
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー
　
①
津
南
小
Ａ

（
津
端
一
徹
・
井
ノ
川
純
平
・
飯
塚
立

夢
）②
津
南
小
Ｂ（
中
澤
拓
斗
・
村
山

拓
斗
・
涌
井
魁
吏
）③
芦
ヶ
崎
小
Ａ

（
藤
木
陽
滉
・
井
ノ
上
祐
馬
・
柳
原
大

彩
）④
上
郷
小（
保
坂
航
平
・
半
戸
琉

哉
・
石
沢
郁
人
）⑤
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
湯

浅
京
太
・
中
島
幹
太
・
宮
﨑
茂
市
）

中
学
生
６
㎞
　
①
滝
沢
育
矢（
津
南

中
１
年
）②
江
村
海
里（
津
南
中
２

年
）③
藤
ノ
木
丈（
津
南
中
２
年
）④

中
澤
優
希（
津
南
中
２
年
）⑤
田
中
秀

磨（
津
南
中
２
年
）

男
子
ア
ル
ペ
ン(

大
回
転)

４
年
以
下
　
①
鈴
木
煌
悠（
芦
）②
涌

井
悠
安（
上
）③
馬
場
陽
大（
津
）

５
年
　
①
島
田
福
仁（
上
）②
滝
澤
娃

斗（
芦
）③
清
水
明
彦（
津
）④
桑
原
煌

芽（
津
）⑤
関
谷
翔
太（
津
）

６
年
　
①
半
戸
宝
良（
芦
）②
髙
橋
陸

玖
叶（
津
）③
島
田
歩（
上
）④
中
島
悠

人（
上
）⑤
上
村
隼
斗（
上
）⑥
石
澤
蛍

樹（
上
）

中
学
生
　
①
小
島　

駿（
津
南
中
３

年
）②
涌
井
輝
流（
津
南
中
３
年
）

２
月
12
日
㈰
に

町
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
輩
に
続
け 

未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ヤ
ー

第
44
回
津
南
町

　
　
　

ス
キ
ー
大
会
結
果

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
　
①
桑
原
由
奈（
津
）

②
滝
沢
天
花（
芦
）③
久
保
田
美
有

（
津
）④
髙
波
葉
菜（
上
）⑤
中
島
こ
な

つ（
上
）⑥
村
山
詩
季（
津
）⑦
樋
口
茉

己（
津
）⑧
大
平
ま
ゆ
な（
津
）⑨
山
岸

明
日
香（
津
）⑩
樋
口
は
な（
津
）

５
年
２
㎞
　
①
若
井
咲
月（
上
）②
村

山　

晏（
津
）③
滝
沢
栞
奈（
芦
）④
鈴

木
未
羽（
津
）⑤
半
戸
愛
菜（
上
）⑥
中

島
杏（
上
）

６
年
２
㎞
　
①
滝
沢
来
実（
芦
）②
滝

沢
夏
海（
芦
）③
中
島
ひ
な
子（
芦
）④

涌
井
あ
や
夏（
津
）⑤
宮
﨑
蕗
子（
芦
）

⑥
津
端
波
季（
津
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
芦
ケ
崎
小
Ａ（
滝
沢
来
実
・
滝
沢
夏

海
・
中
島
ひ
な
子
）②
津
南
小
Ａ（
涌

井
あ
や
夏
・
鈴
木
未
羽
・
村
山　

晏
）

③
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
宮
﨑
蕗
子
・
滝
沢
栞

奈
・
半
戸
愛
菜
）④
上
郷
小
Ａ（
若
井

咲
月
・
中
島　

杏
・
山
田
桃
華
）⑤
津

南
小
Ｂ（
津
端
波
季
・
桑
原
由
奈
・
名

地　

奏
）⑥
上
郷
小
Ｂ（
山
本
心
里
・

中
島
こ
な
つ
・
山
田
由
羽
）

中
学
生
３
㎞
　
①
小
野
塚
優
月（
津

南
中
１
年
）②
福
島
有
紗（
津
南
中
１

年
）③
山
岸
芽
生（
津
南
中
１
年
）

女
子
ア
ル
ペ
ン(

大
回
転)

４
年
以
下
　
①
粉
川
舞
花（
津
）②
半

戸
咲
良（
芦
）③
野
田
結
愛（
芦
）④
涌

井
麻
羽（
上
）⑤
金
子
千
聖（
芦
）⑥
福

原
愛
夏（
津
）

５
年
　
①
涌
井
泉
香（
津
）②
八
重
沢

歩
未（
上
）③
島
田
海
由（
上
）④
上
村

花
音（
津
）⑤
石
田
彩
夏（
芦
）⑥
小
島

朋
華（
津
）

６
年
　
①
中
島
由
菜（
上
）②
涌
井
は

な
の（
芦
）③
滝
沢
円
香（
芦
）

中
学
生
　
①
滝
沢
唯
香（
津
南
中
２

年
）
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昨
年
末
に
募
集
し
た
町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
に
た
く
さ
ん
の

応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
１
番
多
か
っ
た
も
の
に

５
点
、
２
番
目
に
４
点
と
点
数
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

２
０
１
５
年
の
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
な
ら
こ
れ
だ
ろ
う
。
と
多
く
の
か
た

が
１
番
に
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
１
位
の
Ｓ
Ｌ
で
し
た
。

　
「
５
大
ニ
ュ
ー
ス
は
何
で
し
ょ
う
か
？
ク
イ
ズ
」
正
解

は
左
記
の
と
お
り
で
す

11
月
19
日
・
20
日
の
飯
山
線

Ｓ
Ｌ
運
行
本
番
は
雨
模
様
で

し
た
が
、
雨
の
日
の
運
行
は

と
て
も
大
変
な
ん
だ
と
か
。

車
輪
が
滑
り
や
す
い
上
に
蒸

気
機
関
車
を
こ
の
区
間
が
走

る
の
は
44
年
ぶ
り
。
成
功
の

影
に
は
、
５
回
に
渡
る
試
走

と
Ｊ
Ｒ
の
職
員
の
試
行
錯
誤

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
雄
志
が
ま
た
見
ら
れ
る

と
い
い
で
す
ね
。

　

１
位
か
ら
５
位
ま
で
の
順
位
も
項
目
も
全
て
を
当
て
た

か
た
が
お
一
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
！
ま
た
惜
し
く
も

項
目
だ
け
全
て
当
て
た
か
も
５
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
豪
華
な
粗
品
（
笑
）
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

１
位 

95
点　

Ｓ
Ｌ
44
年
ぶ
り
運
行

２
位 

61
点　

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
並
び
に

　
　

 　
　
　

悠
仁
親
王
殿
下
お
成
り

３
位 

55
点　

記
録
的
な
少
雪

４
位 

31
点　

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
人
気
で

　
　

 　
　
　

雪
ま
つ
り
１
万
２
千
人

５
位 

24
点　
「
津
南
の
天
然
水
」
２
万
本

　
　

 　
　
　

被
災
地
の
熊
本
へ

平
成
28
年
度
　

町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
決
定

第
１
位

44
年
ぶ
り

飯
山
線
を

Ｓ
Ｌ
が
走
る
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第 41 回 津南雪まつりについて

津南雪まつりにご協力ありがとうございます。

津南雪まつりのスカイランタンは、SNS を中心に全

国的に有名になり、今年も昨年と同規模の来場者が

見込まれます。

町内の渋滞を避けるため、次の注意事項をお読みい

ただき、ご協力をお願い致します。

●実施日　3 月 11 日㈯
●本会場（ニュー・グリーンピア津南）の主なイベント
　SNOWWAVE（スノーボードのジャンプ競技大会）
　　　　　　　　　　　　予選 9:00 〜　決勝 17:00 〜
　スカイランタン打ち上げ可否決定 ………18:10 〜
　引き換え ……………………………………………………18:45 〜 19:15
　打ち上げ説明・デモ ………………………………19:15 〜
　第 1 回打上げ（1000 個） …………………19:30
　第 2 回打上げ（1000 個） …………………20:00
　ステージイベント ……………………………………15:00 〜
　露店市 …………………………………………………………11:00 〜 21:00
●大割野特設会場（いこいの家隣）の主なイベント
　ステージイベント ……………………………………12:30 〜
　露店市 …………………………………………………………11:00 〜

本会場周辺は許可車両以外の乗入れを制限しています。送迎のみの場合も乗入れ出来ません。

本会場に入るには、有料シャトルバス（中学生以上往復 500 円）をご利用下さい。（昨年と異なり、
町民用無料乗車券はございません。）バス停など詳しくは左記の「シャトルバスの運行について」
をご覧ください。

多くの駐車場は規制がかかっています。町民向け駐車場として、農協美雪町倉庫およびこばと保
育園を用意しております。可能な限りお乗り合わせの上ご利用下さい。シャトルバス停留所近く
の方は、できるだけ徒歩でお願いします。

送迎される場合は、お近くのシャトルバス停留所でお願いします。役場周囲には駐車場がござい
ません。路上での乗り降りはご迷惑になりますのでご遠慮ください。

今年のスカイランタンは全て事前販売となっており、当日の販売はありません。
スカイランタンの打ち上げ時間は、一般販売、小学 6 年生の打ち上げが 1 回目、町民先行販売が
２回目の打ち上げとなっております。スムーズなイベント進行にご協力をお願いします。

終了後のシャトルバスは、できる限りの台数を用意しますが、最長２時間以上のバス乗車待ちが
発生すると見込んでいます。防寒対策等を充分に配慮して下さい。お子様は保護者の方とのご来
場をお願いします。

日帰りスキーを計画されている方も、入場に制限がかかります。詳しくは観光協会にお問い合わせください。

バス

乗車券

P

バス

お問い合わせ

ホームページ

津南町観光協会　TEL.765-5585

「つなん雪まつり」で検索
または www.snowfes.infoまで
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シャトルバスの
運行について

　津南雪まつり会場（ニュー・グリーンピア津南）へはシャトルバスをご利用のうえご来
場ください。シャトルバスは乗車の際、お 1 人様（中学生以上）一律 500 円いただきます。
　シャトルバスは下記の臨時バス停に停車します。バス停以外での乗降はできませんのでご注意ください。

行　き
【直行バス】
◎グリーンピア会場行き直行バス
　運行時間とバス停は以下のとおりです。
　10：30 ～ 19：00（10 ～ 30 分間隔）バス停：役場正面玄関前
　　7：30 ～ 18：30（15 ～ 30 分間隔）バス停：津南原地区（源内山集落付近）
　10：00 ～ 17：00（15 ～ 20 分間隔）バス停：津南小学校－津南中学校
　10：30 ～ 17：30（15 ～ 20 分間隔）バス停：なじょもん－十日町地域消防署南分署－清津開発㈱前－㈲大地前

【巡回バス】
◎各バス停から役場へのバス
　（グリーンピア会場へは行きません。グリーンピアへは役場からの直行バスにお乗換えください。）
　12：30 ～ 18：15（15 ～ 20 分間隔）バス停：津南駅－役場－㈱高橋工務所前－森林組合前－㈾津南自動車前
◎役場・JR 森宮野原駅巡回バス（下記時間で 2 便運行）
　15：00 役場発、15：30 森宮野原駅発　バス停：上郷逆巻バス停（上郷クローブ座）－津南観光物産館前
　16：00 役場発、16：30 森宮野原駅発

帰　り
※ 19 時 45 分から随時運行します。バス乗り場はグリーンピア会場ホテル前ロータリーを予定しております。
※当シャトルバスは往路と運行系統が異なります。往路のバス乗車の際に配布する乗車券をご確認いただき、お間違いの

ないようにご乗車ください。
◎役場周辺エリア行
　津南小学校－役場－㈱高橋工務所前－森林組合前－㈾津南自動車前－津南駅－津南中学校
◎なじょもんエリア行
　なじょもん－十日町地域消防署南分署－清津開発㈱前－㈲大地前
◎津南原エリア行
　津南原地区（源内山集落付近）
◎ JR 森宮野原駅行（役場発となりますので役場周辺エリア行のバスに乗車し、役場でお乗換えください。）
　21：00 津南町役場発　バス停：森宮野原駅－上郷逆巻バス停（上郷クローブ座）－津南観光物産館

その他
　広域連携を目的とした、越後湯沢駅・中里支所・津南町役場を結ぶシャトルバスを運行します。同日に開催する雪原カー
ニバルなかさと会場へ向かわれる方はご利用ください。詳しくはつなん雪まつり公式ホームページをご覧ください。

R117

R405

至十日町

至津南駅

至長野

津南中

役場

バス

バス

津南小 バス

R117

至津南

至十日町

至長野

森宮野原駅

上郷クローブ座
津南観光
物産館

バス

バス バス

R117

R405

至津南病院

至秋山郷

至十日町

至長野

津南自動車

高橋工務所

文
役場

津南駅

バス

バス

バス

バス

津南町
森林組合
津南町
森林組合

バス

津南小エリアバス停上郷エリアバス停 津南中等教育学校エリアバス停

至十日町

至松之山

至長野 R117

なじょもん

南分署

㈲大地

清津開発㈱

バス

バス

バス

バス

なじょもんエリアバス停

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

  

バ
ス
停

こ
の
旗
が

　
　

目
印
で
す
！
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先
日
、
念
願
の
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

津
南
町
に
来
て
初
め
て
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
の
実

物
を
見
ま
し
た
。
ま
た
、
畑
に
生
え
て
い
る
こ

ん
に
ゃ
く
い
も
の
茎
や
葉
っ
ぱ
も
初
め
て
見
ま

し
た
。
そ
の
素
材
の
姿
か
ら
は
、
こ
ん
に
ゃ
く

の
姿
が
想
像
で
き
ず
、「
こ
れ
が
あ
の
こ
ん
に
ゃ

く
に
な
る
な
ん
て
…
」
と
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ

ず
に
い
た
く
ら
い
で
す
。
な
の
で
、
ど
ん
な
過

程
で
あ
の
ぷ
る
ん
ぷ
る
ん
の
こ
ん
に
ゃ
く
に
な

る
の
か
見
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

実
際
の
作
り
方
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
し
た
。

茹
で
て
、
細
か
く
し
て
、
水
と
炭
酸
ソ
ー
ダ
を

入
れ
て
ま
ぜ
て
か
ら
煮
る
だ
け
。
た
だ
、
時
間

が
か
か
る
の
で
、
地
道
な
作
業
で
し
た
。
こ
の

日
も
半
日
く
ら
い
か
け
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
実
際
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
さ
ら
に
あ
く
抜
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
こ
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
が

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
３
年
か
か

る
と
い
う
こ
と
！
こ
ん
に
ゃ
く
と
し
て
、
私
た

ち
の
食
卓
に
あ
が
る
ま
で
の
道
の
り
が
こ
ん
な

に
長
い
な
ん
て
！
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
に
今

ま
で
当
た
り
前
に
食
べ
て
い
た
自
分
に
も
驚
き

で
し
た
（
笑
）

こ
れ
は
こ
ん
に
ゃ
く
に
限
っ
た
話
で
は
な
い

で
す
が
、
今
の
時
代
特
に
都
会
で
生
き
て
い
る

人
た
ち
の
中
に
は
私
の
よ
う
に
食
卓
に
上
が
る

ま
で
の
食
べ
物
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
ら
な
い
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
子
ど
も
に
「
食
育
」
と

い
い
ま
す
が
、
今
の
時
代
大
人
だ
っ
て
知
ら
な

い
の
で
す
。
津
南
町
の
よ
う
に
、
農
業
が
身
近

に
あ
る
地
域
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
「
当
た
り
前
」
が
都
会
の
人
に

と
っ
て
は
と
て
も
貴
重
な
、
そ
し
て
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
た
体
験
と
し
て
心
に
残
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

（
三
箇
地
区
：
松
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

雪
を
テ
ー
マ
に
し
た
小

冊
子
作
り
も
い
よ
い
よ
佳

境
。
各
自
の
企
画
を
も
と

に
取
材
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。
取
材
に
あ
た
っ
て

は
、
最
終
的
な
表
現
を
想
像
し
な
が
ら
、
取

材
対
象
や
日
程
、
場
所
、
撮
影
の
有
無
な
ど

を
検
討
。
人
を
取
材
す
る
場
合
は
日
程
調
整

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
手
伝
い
が

必
要
な
場
合
は
依
頼
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
、

表
現
ラ
フ
を
作
っ
た
人
が
編
集
者
と
し
て
こ

れ
ら
の
準
備
を
担
い
ま
す
。
編
集

者
が
取
材
や
原
稿
書
き
を
す
べ
て

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
写
真

撮
影
な
ど
は
得
意
な
人
に
頼
ん
だ

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
私
が
編
集
を
担
当
し

て
い
る
「
縄
文
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
」

の
場
合
は
、
取
材
対
象
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｔ
ａ
ｐ
。
彼
ら
が
今
冬
か
ら

は
じ
め
る
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
の
ツ

ア
ー
内
容
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う

企
画
で
す
。
そ
こ
で
Ｔ
ａ
ｐ
に
ツ

ア
ー
と
同
じ
こ
と
を
し
て
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
し
、
撮
影
は
編
集

会
議
の
メ
ン
バ
ー
小
島
さ
ん
に
依

頼
。
ツ
ア
ー
道
中
の
ス
ナ
ッ
プ
を

撮
影
し
、
最
後
に
し
っ
か
り
構
図

を
決
め
て
イ
メ
ー
ジ
写
真
を
撮
影

し
た
い
、
と
伝
え
ま
し
た
。
誰
か
に
取
材
を

手
伝
っ
て
も
ら
う
場
合
は
、
編
集
者
と
し
て

意
図
し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
伝
え
る
の

も
大
事
な
役
割
に
な
り
ま
す
。

取
材
を
終
え
た
ら
、
原
稿
を
書
い
て
指
示

書
を
作
っ
て
、
印
刷
入
稿
。
こ
ん
な
風
に
最

初
は
漠
然
と
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
ず

つ
カ
タ
チ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

フ
ジ
ノ
ケ
ン

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議の
様子も随時アップしていますので、いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト

想
い
を
カ
タ
チ
に



A
nnuity corner

年
金
コ
ー

    

ナ
ー

15 広報 平成29年２月号

過
活
動
膀
胱

泌
尿
器
科
主
任
看
護
師
　
　
久
保
田
　
優
子

泌
尿
器
科
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
抵
抗
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
排
尿
に
関
す
る
症
状
の
検
査

を
行
う
医
療
機
器
に
は
、
泌
尿
器
科
に
し
か
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
症
状
の
原
因
を
正
確
に
つ
き

と
め
て
、
早
め
の
治
療
を
行
え
ば
、
症
状
の
進
行

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
尿
を
一
時
的
に
貯
め

る
膀
胱
は
排
尿
筋
と
い
う
筋
肉
の
塊
で
尿
を
貯
め

る
と
き
に
は
、
水
風
船
に
水
が
入
る
よ
う
に
ゆ
る

み
貯
ま
っ
た
ら
締
ま
る
こ
と
で
、
排
尿
を
行
い
ま

す
。
こ
の
膀
胱
の
収
縮
が
過
剰
に
行
わ
れ
る
と
尿

を
少
し
し
か
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ず
次
の
症
状
が

で
る
・
尿
の
回
数
が
増
え
る
（
頻
尿
）・
夜
間
に

何
回
も
ト
イ
レ
に
起
き
る
・
突
然
尿
意
を
催
す
な

ど
の
症
状
が
過
活
動
膀
胱
と
い
い
ま
す
。
治
療
は

ま
ず
薬
物
療
法
を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。
薬
物

療
法
は
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
対
症
療
法
で
す
。
治

療
を
は
じ
め
る
前
に
医
師

か
ら
よ
く
説
明
を
受
け
病

気
と
今
後
の
治
療
に
つ
い

て
十
分
理
解
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
お
気
軽
に
泌
尿

器
科
相
談
や
受
診
を
し
て

下
さ
い
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額

が
低
額
と
な
り
ま
す
。

　

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に

よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
社
会

保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得
税
・
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

役
場
や
年
金
事
務
所
で
申
し
込
み
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
納
付
書
で

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
が

で
き
る
の
は
承
認
さ
れ
た
月
の
前
10
年

以
内
の
免
除
等
期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。（
例
：
平
成
29
年
２
月
分
は
平
成

39
年
２
月
末
ま
で
）

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
保
険
料

額
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
詳
し
く
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

病
院
歳
時
記

　

役
場
に
は
国
民
年
金
の
窓
口
が
あ
り

ま
す
が
、厚
生
年
金
の
請
求
な
ど
、年
金

事
務
所
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
手
続
き

や
相
談
も
あ
り
ま
す
。六
日
町
年
金
事

務
所
ま
で
行
く
の
が
大
変
な
場
合
は
、

役
場
や
十
日
町
ク
ロ
ス
10
で
定
期
的
に

開
設
さ
れ
る
年
金
相
談
で
も
手
続
き
が

可
能
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
先
着
順
の
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

■
津
南
町
役
場

　

毎
月
第
３
木
曜
日

  　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
予
約
先
】
税
務
町
民
課 

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
十
日
町
ク
ロ
ス
10 

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
予
約
先
】
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２ 

　

ま
た
、
六
日
町
年
金
事
務
所
に
直
接

相
談
に
行
く
場
合
も
事
前
の
ご
予
約
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■
六
日
町
年
金
事
務
所
（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
受
付
時
間
延
長
や
土
曜
に
開
庁
す
る

日
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
六
日
町
年
金
事
務
所

 　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

＜実施された行事＞

〔１月〕
	 25日	 ＪＡ津南町・町農業委員会との懇談会
	 	 （産業建設常任委員会）

〔２月〕
	 7日	 全員協議会
	 8日	 産業建設常任委員会
	 14日	 津南病院との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
	 17日	 一般質問締切

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

主な運動：テレビ体操、ラジオ体操、水中運動、
	 	　ウォーキング、健骨体操

 5500日 藤ノ木キミ(堂平） 
 4200日 高橋美佐子(見玉） 
 2300日 和久井かつ子(大割野） 
 1600日 志賀春信(船山) 
 600日 福原幸子（外丸） 
 500日 保坂良雄(大井平）、藤ノ木サチ(秋成） 
 400日 福原千代野(外丸） 
 200日 西澤喜美(宮野原） 
 100日 中澤正子（船山）、藤ノ木トヨ（秋成）、磯部幸枝（割野）、中島とし子（中子） 

健康体力づくり100日運動
＜今後予定されている行事＞

〔２月〕
	 20日	 津南地域衛生施設組合議会定例会
	 22日	 新潟県町村議会議長会定期総会
	 23日	 議会運営委員会
	 24日	 十日町広域事務組合議会定例会
　25日　新潟県後期高齢者医療広域連合議会

〔３月〕
	1日～21日	 第1回定例会
	 9日	 総括質疑締切

免
除
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
追
加
で
支
払
い
た
い
方
へ

年
金
相
談
の
ご
案
内



広報 16平成29年２月号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
は
、

市
町
村
主
体
で
行
う
地
域
支
援
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
地
域
の
65
歳
以
上
の
全
て
の
か
た
を

対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す

る
事
業
で
す
。

具
体
的
に
は
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

か
た
や
生
活
機
能
が
低
下
し
て
き
た
か
た
が
、

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
い
で
、
活
動
的

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
事
業

（
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
）
と

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
か
た
を
対
象
と
し
た
事

業
（
一
般
介
護
予
防
事
業
）
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援

　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
事
業

●
対
象
と
な
る
か
た

新
規
ま
た
は
更
新
の
申
請
手
続
き
に
よ
り
、

介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
た

平
成
29
年
４
月
か
ら

「
介
護
予
防・日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」が

は
じ
ま
り
ま
す

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

か
た
、
ま
た
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
、
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
事
業
対
象

者
と
判
断
さ
れ
た
か
た

●
事
業
内
容

□
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
身
体
介
護
や
掃
除
、

洗
濯
な
ど
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

□
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）　

・
通
所
介
護
事
業
所
で
入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事

な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支
援
を
日
帰
り
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

・
短
期
間
（
３
か
月
間
）
運
動
器
の
機
能
向
上

や
口
腔
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
を
図
る
サ
ー

ビ
ス　
　
　

一
般
介
護
予
防
事
業

●
対
象
と
な
る
か
た

　

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者

●
事
業
内
容

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
健
骨
体
操
事
業

　

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
な
ど　
　
　
　
　

○
利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
か
。

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
現
在
、
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

何
が
変
わ
る
の
で
す
か
。

事
業
の
枠
組
み
が
変
わ
る
以
外
は
大
き
な
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
要
支
援
認
定
の
か
た
へ
の
予
防
給
付
の
う
ち
、

訪
問
介
護
・
通
所
介
護
が
、介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
移
行
し
ま
す
。現
在
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
は
、継
続
し
て
同

じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
す
か

●
平
成
29
年
３
月
ま
で

介
護
給
付
（
要
介
護
１
～
５
）

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・
２
）

（
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
入
浴
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、

短
期
入
所
、
福
祉
用
具
貸
与
な
ど
）

●
平
成
29
年
４
月
か
ら

介
護
給
付
（
要
介
護
１
～
５
）

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・
２
）

（
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
入
浴
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、

短
期
入
所
、
福
祉
用
具
貸
与
な
ど
）

●
平
成
29
年
３
月
ま
で

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・
２
）

（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
）

●
平
成
29
年
４
月
か
ら

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・
２
）

（
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

　

福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

変更なし

変更あり
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「
三
日
坊
主
」に
さ
よ
う
な
ら

　

先
日
、
初
め
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

様
々
な
検
査
の
後
に
、
栄
養
指
導
・
運
動
指
導

を
受
け
る
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
生
活
習
慣
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
、「
い
か

に
健
康
に
過
ご
す
か
」
を
合
言
葉
に
仕
事
に
し

て
い
な
が
ら
、自
分
の
体
に
至
っ
て
は
ど
う
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
遅
い
夕
食
を
満
腹
ま
で
食
べ
て

す
ぐ
眠
り
、
職
員
玄
関
に
な
る
べ
く
近
い
駐
車

場
に
車
を
止
め
…
。
年
齢
が
上
が
っ
て
き
た
今
、

食
生
活
も
運
動
量
も
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
！

と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
い
」
の
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
、
何
か

ら
変
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
と
悩
み
ま
す
。
間
食

を
一
日
一
回
に
し
て
み
る
、
運
動
の
時
間
が
取

れ
な
い
代
わ
り
に
寝
る
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す

る
、
休
日
は
30
分
散
歩
す
る
…
な
ど
、
昨
年
の

健
康
診
断
後
に
立
て
た
計
画
は
、
一
週
間
も
せ

ず
に
消
え
ま
し
た
。
な
ぜ
、続
け
ら
れ
な
い
の
か
、

そ
れ
を
解
決
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
と
思
い
立

ち
、「
三
日
坊
主
を
克
服
す
る
方
法
」
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。

〈
原
因
１
〉

○
目
的
や
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い

　
何
の
た
め
に
取
り
組
む
の
か
、
い
つ
ま
で
に

そ
う
な
り
た
い
の
か
、
達
成
す
る
こ
と
で
自
分

は
ど
う
な
る
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

〈
原
因
２
〉

○
日
々
や
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
な
い

　「
い
つ
ま
で
」
に
「
何
」
を
「
ど
の
よ
う
な

状
態
に
す
る
」
の
か
、
明
確
に
す
る
。
例
え
ば
、

一
か
月
ご
と
に
小
さ
な
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、日
々

や
る
こ
と
を
細
分
化
す
る
。

〈
原
因
３
〉

○
目
標
に
対
し
て
今
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
分

か
ら
な
い

　
毎
日
の
取
り
組
み
の
繰
り
返
し
に
飽
き
な
い

た
め
に
、
体
重
や
歩
数
等
、
行
動
の
結
果
を
数

値
的
に
把
握
す
る
。

〈
原
因
４
〉

○
日
々
や
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い

　
頑
張
っ
て
続
け
て
い
る
自
分
に
対
し
、
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
よ
い
の
で
、
定
期
的
に
何

か
し
ら
の
ご
ほ
う
び
を
与
え
る
。

　

皆
さ
ん
も
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
を
手

元
に
す
る
と
、「
あ
～
、
ま
た
気
を
付
け
な
い
と

い
け
な
い
な
」
と
気
を
引
き
し
め
た
り
、「
よ
い

数
字
で
は
な
い
け
れ
ど
、
前
か
ら
こ
ん
な
感
じ

だ
し
、ま
ぁ
い
い
か
」
と
目
を
つ
む
っ
た
り
、色
々

な
受
け
止
め
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　

　

長
く
続
け
る
こ
と
が
苦
手
な
か
た
、
も
し
、

今
ま
で
の
生
活
を
変
え
て
み
よ
う
か
な
と
い
う

時
は
、あ
ら
か
じ
め
「
三
日
坊
主
」
対
策
を
行
っ

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

小
林
　
風
花
さ
ん 

（
長
野
市
出
身
）

長
野
市
か
ら

嫁
い
で
来
ま
し
た
!!

　

ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
の
い
な

い
津
南
町
に
嫁
い
だ
私
に
と
っ

て
、
何
で
も
相
談
で
き
る
の
は
、

一
つ
年
上
の
子
が
い
る
義
弟
夫

婦
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
が
二
ヶ
月
を
過
ぎ
る
頃
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
つ

な
っ
ぺ
）
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た

の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
お
友
達

が
い
て
、
先
輩
マ
マ
さ
ん
も
い
て
、

先
生
も
い
て
、
ま
だ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す

る
の
が
精
一
杯
な
息
子
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
笑
い
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー
は
大
成
功
で
し
た
。

息
子
と
一
緒
に

　
　
　

成
長
し
た
い
!!

　

そ
れ
か
ら
は
、
初
め
て
の
子
育

て
マ
マ
の
会
（
Ｂ
Ｐ
）
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
よ
り
多
く
の
マ
マ

さ
ん
と
お
話
し
で
き
る
よ
う
に
な

り
…
不
安
ば
か
り
で
ス
タ
ー
ト
し

た
子
育
て
で
す
が
、
今
で
は
不
安
以
上
に
喜

び
と
楽
し
み
を
胸
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
一
歳
に
な
る
息
子
。
つ
か
ま
り
立

ち
も
し
行
動
範
囲
が
広
く
な
り
、
お
友
達
に

会
う
の
も
大
好
き
な
息
子
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
私
の
想
像
よ
り
も
遥
か

に
早
い
で
す
が
、
私
も
母
親
と
し
て
よ
り
一

層
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
出
向
き
、
多
く
の
マ
マ
友
達
と
出
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「つなっぺ」が楽しみの場になっています♡♡♡

愛息　奏人くんと♡♡♡

はーい

でーす

保健師

今月は
星名由紀子
保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



2 月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『クラウドガール』
 ……………………………………… 金原 ひとみ／著　朝日新聞出版
●『幻庵　上』 …………………………… 百田 尚樹／著　文藝春秋
●『翼がなくても』 ……………………… 中山 七里／著　双葉社
●『サーベル警視庁』
　…………………………………………… 今野 敏／著　角川春樹事務所
●『サンライズ・サンセット』
　…………………………………………………………… 山本 一力／著　双葉社
●『鬼殺し　上』 ………………………………… 甘 耀明／著　白水社

【子どもの本】
●『妖怪いじわるシャンプー』
 …………………………………………… 土屋 富士夫／作　PHP研究所 
●『とんねるをぬけると』 … 片山 健／作　福音館書店 
●『さてさて、きょうのおはなしは…』
　…………………………………………… 瀬田 貞二／再話　福音館書店
●『ようかいとりものちょう　６』
　……………………………………………………… 大崎 悌造／作　岩崎書店
●『寿命図鑑』 ………………いろは出版／編著　いろは出版
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弥生 ― M a r c h ―

日比野 佐和子／監修　ＰＨＰエディターズ・グループ

『こわばり女子の　　　　
　　　　カラダほぐし大全』

　血液とリンパの流れを改善する習慣術や、こわばりを
ほぐすためのお助けストレッチを紹介します。自分のこ
わばりのタイプがわかるチェックリストも掲載。

… 

芥
川
賞
と
直
木
賞
が
決
定 

…

　

第
１
５
６
回
芥
川
賞
に
は
、山
下
澄
人

さ
ん
の『
し
ん
せ
か
い
』、直
木
賞
に
は
、恩

田
陸
さ
ん
の『
蜂
蜜
と
遠
雷
』が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

芥
川
賞
を
受
賞
し
た
山
下
澄
人
さ
ん

は『
緑
の
さ
る
』で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、野

間
文
芸
新
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
に『
ギ
ッ
ち
ょ
ん
』、『
砂
漠
ダ
ン
ス
』、

『
コ
ル
バ
ト
ン
ト
リ
』が
次
々
と
芥
川
賞
候

補
と
な
り
、４
度
目
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
で
栄

光
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、直
木
賞
を
受
賞
し
た
恩
田
陸

さ
ん
は『
六
番
目
の
小
夜
子
』で
作
家
デ

ビ
ュ
ー
し
、そ
の
後
の
作
品
で
は『
夜
の
ピ

ク
ニ
ッ
ク
』が
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
・
本

屋
大
賞
を
受
賞
、『
ユ
ー
ジ
ニ
ア
』が
日
本

推
理
作
家
協
会
賞
、『
中
庭
の
出
来
事
』が

山
本
周
五
郎
賞
な
ど
３
年
連
続
で
受
賞
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に『
ユ
ー
ジ
ニ
ア
』、

『
蒲
公
英
草
紙
―
常
野
物
語
』、『
き
の
う
の

世
界
』、『
夢
違
』、『
夜
の
底
は
柔
ら
か
な

幻
』が
直
木
賞
候
補
と
な
り
、６
度
目
の
ノ

ミ
ネ
ー
ト
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
芥
川
賞
候
補
に
は
、加
藤
秀

行
さ
ん
の『
キ
ャ
ピ
タ
ル
』、岸
政
彦
さ
ん

の『
ビ
ニ
ー
ル
傘
』、古
川
真
人
さ
ん
の『
縫

わ
ん
ば
な
ら
ん
』、宮
内
悠
介
さ
ん
の『
カ

ブ
ー
ル
の
園
』、ま
た
、直
木
賞
候
補
に
は
、

冲
方
丁
さ
ん
の『
十
二
人
の
死
に
た
い
子

ど
も
た
ち
』、垣
根
涼
介
さ
ん
の『
室
町
無

頼
』、須
賀
し
の
ぶ
さ
ん
の『
ま
た
、桜
の
国

で
』、森
見
登
美
彦
さ
ん
の『
夜
行
』が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。　

　

一
般
に
芥
川
賞
・
直
木
賞
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、正
式
名
称
は
芥
川
龍
之
介
賞
・

直
木
三
十
五
賞
と
言
い
ま
す
。芥
川
賞
は
、

新
聞
・
雑
誌（
同
人
雑
誌
を
含
む
）に
発
表

時空をこえて

−涌井一雄さんから

司馬遼太郎／著　中央公論社／出版社

平
安
時
代
初
期
に
密
教
を
独
自
に
体
系

化
し
真
言
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
空
海
を
扱

っ
た
作
品
で
あ
る
。

現
存
す
る
史
料
が
乏
し
い
と
は
い
え
か

な
り
の
文
献
・
書
籍
に
目
を
通
し
、そ
こ
か

ら
天
才
空
海
の
人
物
像
を
浮
か
び
あ
が
ら

せ
よ
う
と
し
た
作
者
の
手
腕
に
敬
服
す
る
。

小
説
家
ゆ
え
の
想
像
力
と
文
章
力
で
空
海

の
し
た
た
か
さ
・
狡ず
る

さ
も
描
い
て
い
る
の

で
批
判
も
あ
る
。

奈
良
時
代
終
り
か
ら
平
安
時
代
初
期
の

空
海
を
取
り
ま
く
世
相
が
よ
く
分
か
り
興

味
深
い
。　
　
　
　

空
海
は
、８
０
４
年
遣
唐
使
と
し
て
長

安
に
渡
っ
て
い
る
。遣
唐
使
船
は
４
隻
の

帆
船
に
分
乗
し
渡
航
し
た
。当
時
の
日
本

の
遠
洋
航
海
術
は
幼
稚
で
あ
り
命
が
け
で

あ
っ
た
。

空
海
は
第
一
船
に
、第
二
船
に
は
最
澄

が
乗
船
し
て
い
た
。こ
の
時
期
二
人
は
、身

近
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
、無
か
っ
た

ら
し
い
。

空海の風景　上・下
紹介する本

関
せ き

谷
や

　郁
い く

子
こ

さん （赤沢）

さ
れ
た
純
文
学
短
編
作
品
、ま
た
、直
木
賞

は
新
聞
・
雑
誌（
同
人
雑
誌
を
含
む
）・
単

行
本
と
し
て
発
表
さ
れ
た
短
編
お
よ
び
長

編
の
大
衆
文
芸
作
品
の
中
か
ら
優
れ
た
作

品
に
贈
ら
れ
ま
す
。

…
古
本
市
の
開
催
に
つ
い
て
…

　

図
書
室
で
は
３
月
１
日
㈬
～
３
月
26
日

㈰
の
間
、書
庫
に
入
り
き
ら
な
く
な
っ
た

本
や
、長
い
間
貸
出
が
な
か
っ
た
本
、古
本

市
へ
の
寄
贈
本
な
ど
を
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
に
展
示
し
、無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。児

童
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本
が
あ
り
ま

す
の
で
、是
非
、こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

…
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
…

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

２
月
27
日
㈪
、３
月
27
日
㈪

広報ライブラリー
今月の１冊

2月 −如
き さ ら ぎ

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

パ
チ
パ
チ
と
炎ほ
の
お

を
あ
げ
て
燃も

え
る
火ひ

に

　
　
薪ま
き

ス
ト
ー
ブ
の
温ぬ
く

も
り
感か
ん

ず	

山
本
光
一

雲く
も

の
果は

て
夕ゆ
う

日ひ

を
闇や
み

が
追お

い
掛か

け
て

　
　
い
つ
し
か
暗く
ら

く
夜よ
る

と
な
り
行ゆ

く	

津
端
恵
子

大お
お

き
め
の
上う
わ

着ぎ

と
帽ぼ
う

子し

亡な

き
父ち
ち

に

　
　
似に

て
い
る
人ひ
と

に
し
ば
し
従つ

き
ゆ
く	

貝
澤
圭
子

雪ゆ
き

の
夜よ

の
温お
ん
せ
ん泉
の
客き
ゃ
く

は
わ
れ
ひ
と
り

　
　
除じ
ょ
せ
つ雪
に
疲つ
か

れ
し
身み

を
労ね
ぎ
ら

い
ぬ	

関
谷
郁
子

冬ふ
ゆ

枯が

れ
の
山や
ま

を
霞か
す

ま
せ
時し
ぐ
れ雨
降ふ

る

　
　
待ま

た
ね
ど
や
が
て
雪ゆ
き

の
覆お
お

は
む	

恩
田
久
美
子

シ
ャ
ワ
ー
の
ご
と
折お
り
づ
る
せ
ん

鶴
千
羽ば

注そ
そ

が
る
る

　
　
中な
か

を
花は
な
よ
め
は
な
む
こ
あ
ゆ

嫁
花
婿
歩
む
（
退
場
）	
丸
山
直
子

日ひ

和よ
り
や
ま山
に
見み

お下
ろ
す
湾わ
ん

の
凪な

ぎ
て
光ひ
か

り

　
三さ
ん

・
一い
ち
い
ち一

の
海う
み

と
思お
も

へ
ず
（
石
巻
市
門
脇
町
）	

小
野
寺
恒
代

つ
か
の
間ま

を
雪ゆ
き

降ふ

り
止や

み
て
西に
し
ぞ
ら空
に

　
　
し
ば
し
燃も

え
た
る
寒か
ん

茜あ
か
ね

か
な	

高
橋
春
枝

秋あ
き
や
ま山
の
紅も
み
じ葉
の
彩い
ろ
ど

り
想お
も

ひ
馳は

せ

　
　
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘き
ゅ
う

の
移う
つ

ろ
ひ
を
見み

る	

内
山
キ
ク

整せ
い

理り

す
る
ビ
デ
オ
の
中な
か

に
ま
じ
り
た
る

　
　「
エ
デ
ン
の
東ひ
が
し

」
残の
こ

し
お
く
な
り	

麻
績
初
恵

息む
す

子こ

来く

る
三み
っ
か日
前ま
え

よ
り
夫つ
ま

一ひ
と
り人

　
　
駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
う

作つ
く

る
汗あ
せ

に
じ
ま
せ
て	

滝
沢
勝
枝

朝あ
さ

ベ
ッ
ド
で
目め

ざ覚
め
た
時と
き

か
ら
今き
ょ
う日
も
又ま
た

　
　
自じ

分ぶ
ん

と
戦た
た
か

ふ
一ひ
と

日ひ

が
始は
じ

ま
る	

風
巻
京
子

松ま
つ

過す

ぎ
し
夜よ

は半
を
雑ざ
っ
こ
く
び
ら

穀
平
煮に

れ
ば

　
　
積つ

む
雪ゆ
き
か
さ嵩

に
扠さ

す首
の
軋き
し

め
り	

鈴
木
綾
子

黒く
ろ
く
も雲
の
ふ
た
た
び
月つ
き

を
閉と

ざ
せ
れ
ど

　
　
海う
み

に
光ひ
か
り

の
落お

ち
て
群む
ら

立だ

つ
（
十
五
夜
）	

萩
原
光
之

長
生
学
園

ド
ン
ド
焼や

き
無む

病び
ょ
う

息そ
く
さ
い災

祈い
の

り
つ
つ

　
　
分わ

け
合あ

い
食は

む
る
黒く
ろ

焦こ

げ
の
餅も
ち	

柳
沢
　
チ
ヨ

赤あ
か

い
実み

の
南な
ん
て
ん
し
ろ

天
白
い
雪ゆ
き

か
ぶ
り

　
　
家か

族ぞ
く

の
幸さ
ち

を
祈い
の

る
如ご
と

く
に	

富
沢
　
キ
ミ

横よ
こ
づ
な綱

の
名な

に
恥は
じ

ぬ
よ
う
精し
ょ
う

進じ
ん

と

　
　
口こ
う

上じ
ょ
う

述の

べ
し
に
吾あ

も
共き
ょ
う

感か
ん

す
（
稀
勢
の
里
関
）	

島
田
　
眞
之

個
人

子こ

も
孫ま
ご

も
遠と
お

く
に
住す

み
て
吾わ
れ

一ひ
と
り人

　
　
雪ゆ
き

降ふ

る
施し

設せ
つ

片か
た
す
み隅

に
生い

く	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

雪ゆ
き

晴ば
れ

や
よ
ち
よ
ち
あ
る
き
す
ぐ
抱だ

っ
こ	

妙
　

前ま
え

う
し
ろ
な
さ
そ
で
あ
り
そ
冬ふ
ゆ
ぼ
う帽

子し	

れ
い
子

年ね
ん

賀が

状じ
ょ
う

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
背せ

に
若わ
か
も
の者

ら	

壽
　
子

小こ

正し
ょ
う

月が
つ

洗せ
ん
た
く濯

機き

よ
り
波な
み

の
音お
と	

房
　
良

亡ち

ち父
の
歳と
し

越こ

え
し
今こ

年と
し

の
初は
つ

日ひ

影か
げ	

芳
　
司

迫は
く
し
ん真
の
お
伽と
ぎ

噺ば
な
し

や
雪ゆ
き

し
ん
し
ん	

東
　
川

子こ

に
孫ま
ご

に
曾ひ

孫ま
ご

揃そ
ろ

っ
て
年と
し

の
膳ぜ
ん	

貞
　

甘あ
ま

え
癖ぐ
せ

つ
く
風か

ぜ

ぎ

み

邪
気
味
の
子こ

と
猫ね
こ

と	

千
年
雄

冬ふ
ゆ

ご
も
り
本ほ
ん

積つ

み
重か
さ

ね
赤あ
か

ワ
イ
ン	

美
　
恵

腰よ
う
つ
う痛

も
忘わ
す

れ
大お
お
ゆ
き雪

掻か

く
朝あ
し
た	

渡
　
舟

雪ゆ
き

掻か

き
を
せ
ね
ば
と
出で

し
が
済す

み
て
を
り	

冬
詩
子

退た
い
い
ん院
の
玻は

り璃
に
満み

ち
満み

つ
福ふ
く
じ
ゅ
そ
う

寿
草	

信
　
夫

帰
国
後
、折
り
に
ふ
れ
対
峙
す
る
こ
と

に
な
っ
た
最
澄
と
の
や
り
と
り
も
細
か
に

書
か
れ
て
あ
り
、こ
れ
も
興
味
深
い
。

当
時
、長
安
は
世
界
の
都
で
あ
っ
た
。こ

の
長
安
で
、真
言
密
教
第
七
世
で
あ
る
恵

果
に
出
会
う
。恵
果
の
門
人
は
、１
千
人
と

言
わ
れ
て
い
た
。恵
果
は
、空
海
の
噂
は
聞

い
て
い
た
が
、ひ
と
目
見
た
だ
け
で
、こ
の

若
者
に
教
え
の
全
て
を
譲
る
事
が
出
来

る
と
判
断
し
、密
教
世
界
の
王
位
と
も
い

う
べ
き
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

の
位
を
授
け
る
伝
法
灌
頂

を
空
海
に
対
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。恵

果
が
亡
く
な
る
４
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

天
才
空
海
は
、運
も
持
っ
て
い
た
。

空
海
は
、真
言
密
教
第
八
世
と
な
っ
て

帰
国
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、超
人
の
仕
業
と
言
っ
て
よ
い

程
の
偉
業
を
成
し
た
。

後
継
者
実じ
つ

慧え

は
、空
海
の
死
期
を
表
現

し
て「
薪
尽
キ
、火
滅
ス
。行
年
六
十
二
。嗚

呼
悲
シ
イ
哉
」と
記
し
た
。空
海
入
滅
後

１
１
８
２
年
の
時
が
流
れ
た
。

余
談
な
が
ら
、作
者
の
本
名
は
、福
田
定

一
。ペ
ン
ネ
ー
ム
の
由
来
は
、「
司
馬
遷
に

遼は
る
か

に
及
ば
ざ
る
日
本
の
者（
太
郎
）」か
ら

き
て
い
る
そ
う
だ
。

２
月
12
日
は
司
馬
遼
太
郎
が
亡
く
な
っ

て
21
回
目
の「
菜
の
花
忌
」で
あ
る
。白
髪

の
遺
影
に
、暖
か
な
黄
色
の
菜
の
花
が
、よ

く
似
合
う
。

次
回
は
、友
人
の
半
戸
常
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
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近
年
、
女
性
の
生
活
は
多
様
化
し
、
社
会
や

地
域
で
活
躍
す
る
場
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

反
面
、
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
健
康
を
つ
い
後
回

し
に
し
が
ち
で
す
。
こ
の
機
会
に
女
性
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
女
性
の
か
ら
だ
と
ホ
ル
モ
ン
の
関
係

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
は
、
思
春
期
の
初
潮
と
と
も
に
分
泌
し
始
め
、

女
性
ら
し
い
か
ら
だ
を
つ
く
り
、
肌
の
ハ
リ
・

ツ
ヤ
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
な
ど
の

働
き
を
し
ま
す
。
分
泌
量
は
20
～
30
代
で
ピ
ー

ク
に
達
し
ま
す
が
、
40
～
50
代
に
な
る
と
徐
々

に
減
少
し
、
様
々
な
不
調
の
原
因
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
調
を
更
年
期
症
状
と

い
い
ま
す
。
更
年
期
症
状
に
よ
り
、
家
事
を
す

る
の
が
嫌
に
な
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や

す
く
な
る
か
た
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

60
歳
を
過
ぎ
る
と
さ
ら
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
が

減
少
し
、
骨
が
も
ろ
く
な
っ
た
り
、
血
圧
や
コ

３
月
１
日
～
８
日
は

女
性
の
健
康
週
間

女
性
が
輝
き
続
け
る
た
め
に

目
指
せ
！
チ
ー
ム
１
０
０
万
歩
で

健
康
増
進
！  

「
絆
」
の
構
築
！

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
昇
し
て
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
女
性
特
有
の
心
身
の
不
調
を
感
じ

た
時
は
我
慢
せ
ず
休
養
を
と
り
、
症
状
が
続
く

場
合
は
医
療
機
関
に
受
診
し
、
症
状
に
合
わ
せ

た
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
女
性
の
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

日
本
の
子
宮
頸
が
ん
の
４
人
に
１
人
は
20
代

で
あ
り
、
町
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お
い
て
も
、

精
密
検
査
が
必
要
な
人
の
割
合
は
20
代
が
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
乳
が
ん
検
診
で
は
、
過
去
５
年

間
で
８
名
の
乳
が
ん
（
疑
い
を
含
む
）
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
50
代
が
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
が
ん
検
診
を
受

け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
何
歳
に
な
っ
て
も
元

気
に
輝
き
続
け
る
女
性
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
９
月
15
日
か
ら
11
月
15
日
の
内
連

続
す
る
30
日
間
で
、
家
族
や
友
人
・
職
場
の

同
僚
な
ど
３
人
か
ら
５
人
１
組
で
合
計
歩
数

１
０
０
万
歩
を
目
指
す
「
目
指
せ
！　

チ
ー

ム
１
０
０
万
歩
」
が
実
施
さ
れ
、
70
チ
ー
ム

３
２
４
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
構
成
割
合
は
、
家
族
で
参
加
が
３

チ
ー
ム
（
４
㌫
）、
友
人
・
仲
間
が
13
チ
ー
ム

（
19
㌫
）、
職
場
の
同
僚
が
54
チ
ー
ム
（
77
㌫
）。

こ
の
内
見
事
に
１
０
０
万
歩
を
達
成
し
た
チ
ー

ム
は
70
チ
ー
ム
中
62
チ
ー
ム
で
、
達
成
率
は
89

㌫
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

合
計
歩
数
が
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
チ
ー

ム
は
５
人
組
「
い
さ
ち
ゃ
ん
」
チ
ー
ム

で
、
１
８
６
万
５
千
８
１
８
歩
、
ま
た
個
人

で
い
ち
ば
ん
多
く
歩
い
た
か
た
は
驚
愕
！
の

53
万
５
千
４
７
５
歩
で
、
１
日
平
均
に
換
算
す

る
と
約
１
万
７
千
８
４
９
歩
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
目
標
達
成
の
た
め
に
心
が
け

た
こ
と
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
早
朝
や
夜
間
、

休
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
が
け
た
」「
買
い

物
に
出
掛
け
た
と
き
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
は
使
わ

ず
意
識
し
て
階
段
を
利
用
し
た
」「
家
事
な
ど

立
ち
仕
事
を
こ
ま
め
に
し
た
」
な
ど
の
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
取
組
後
、
身
体
や
生
活
に
変
化
が

あ
っ
た
か
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
「
以
前
よ
り
身

体
が
軽
く
な
っ
た
」「
脚
力
が
つ
き
足
の
疲
れ

が
少
な
く
な
っ
た
」「
職
場
の
同
僚
で
取
り
組

性成熟期

更年期症状

更年期

女性ホルモン
（エストロゲン）は
45歳頃から急激に減少

ホットフラッシュ、動機
めまい、全身疲労感
耳鳴りなど

30歳 35歳 40歳 45歳

平均閉経年齢
50.5歳

50歳 55歳 60歳 65歳 70歳

老年期

健康リスク低 高

生活習慣病・
骨や関節が
弱くなる
女性ホルモンが
減ることで骨が
もろくなったり、
血圧やコレステ
ロール値が上昇
する

エストロゲン

み
、仕
事
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
健
康
増
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本

年
度
も
引
き
続
き
「
目
指
せ
！
チ
ー
ム
１
０
０

歩
」
事
業
を
春
と
秋
２
回
実
施
し
ま
す
。
ま
だ

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
か
た
も
ぜ
ひ
一
度
、
ご

家
族
や
ご
友
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
で
チ
ー
ム

を
作
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
っ
て
は
、
町
内

の
事
業
所
の
皆
様
か
ら
も
数
多
く
の
景
品
を
ご

提
供
頂
い
て
い
ま
す
。
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
景
品
提
供
事
業
所
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

●
津
南
町
森
林
組
合

●
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

●
㈱
竜
ヶ
窪
温
泉　

竜
神
の
館

●
サ
ン
バ
ー
ド
・
コ
ト
ブ
キ
ヤ

●
㈲
松
屋

●
津
南
観
光
物
産
館

●
㈱
大
阪
屋
商
店

●
㈲
津
南
印
刷
商
事

●
Ｊ
Ａ
津
南
町

●
山
源
木
工

※
町
で
は
景
品
等
ご
提
供
頂
け
る
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
出
は
福
祉
保
健
課

健
康
班
（
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

女性のライフサイクルとエストロゲン分泌量の変化
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十
二
社
の
祭
神
は
大
山
祗
命

『
中
魚
沼
支
部
神
社
名
鑑
』
に
よ
り
ま
す
と
、

津
南
町
に
は
大お
お

山や
ま

祗つ
み
の

命み
こ
と

を
祭
神
と
す
る
神
社
が

26
社
あ
り
ま
す
。
外
丸
地
区
に
３
社
（
島
田
・

樽
田
・
辰
ノ
口
下
社
）、
上
郷
地
区
に
９
社
（
菅

沼
・
朴
木
沢
・
上
加
用
・
百
ノ
木
・
出
浦
・
前

子
・
灰
雨＜

９
社
の
な
か
に
、
２
社
は
神
社
の

敷
地
は
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
殿
は
あ
り

ま
せ
ん＞

）
芦
ヶ
崎
地
区
に
４
社
（
小
下
里
・

石
坂
・
反
里
・
城
原
）、
秋
成
地
区
に
５
社
（
太

田
新
田
・
見
玉
・
結
東
・
前
倉
・
穴
藤
）、
中

深
見
地
区
に
２
社
（
堂
平
・
田
代
）、
下
船
渡

地
区
に
３
社
（
卯
ノ
木
・
駒
返
り
・
朴
ノ
木
坂
）

と
あ
り
ま
す
。

上
郷
地
区
の
上
足
滝
と
下
足
滝
の
神
社
の
祭

神
は
葉
山
祗
命
で
す
。

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
は
、
大
山
祗

命
を
大
山
祗
神
、
大
山
津
見
神
（
命
）、
大
山

積
命
（
尊
・
神
）
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

葉
山
祗
命
も
神
話
の
中
に
は
葉
山
祗
神
や
葉
山

祗
尊み
こ
と

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
の
大
山
を
管
理
す
る
「
山
の
神
」

の
総
本
家
の
頭
首
の
地
位
に
あ
る
大
山
祗
命
に

つ
い
て
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
を
柱
に
神

の
姿
を
追
い
か
け
て
み
ま
す
。

大
山
祗
命
は
、
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

命み
こ
と

と
伊い

邪ざ

那な

美み
の

命み
こ
と

の
神
生
み
の
と
き
に
生
ま
れ
た「
山
の
神
」で
す
。

『
古
事
記
』
の
神
生
み
の
段
で
は
大
山
津
見

神
と
あ
り
ま
す
。
速は
や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と

が
出
雲
国
肥ひ

の
河
上
に
あ
る
土
地
で
出
会
っ
た
老
父
母
が
大

山
津
見
神
の
子
ど
も
で
あ
る
足あ
し

名な

槌ず
ち

・
手
名
槌

で
す
。
木こ
の

花は
な

之の

佐さ

久く

夜や

比ひ

売め
の

命み
こ
と

も
石い
わ

長な
が

比ひ

売め
の

命み
こ
と

も
大
山
津
見
神
の
子
ど
も
で
す
。

天
孫
降
臨
の
の
ち
、
邇に

邇に

芸ぎ
の

命み
こ
と

が
笠か
さ

沙さ

で
出

会
っ
た
美
人
が
、
木
花
之
佐
久
夜
比
売
命
で

す
。
邇
邇
芸
命
が
大
山
津
見
神
に
木
花
之
佐
久

夜
比
売
命
と
の
結
婚
を
申
し
入
れ
ま
す
と
、
大

山
津
見
神
は
喜
ん
で
姉
の
石
長
比
売
命
と
と
も

に
奉
じ
ま
す
。
邇
邇
芸
命
は
姉
が
と
て
も
醜み
に
く

か

っ
た
の
で
返
し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
山
津
見
神

は
「
御み

子こ

の
命
は
雨
零こ
ぼ
れ

り
、
風
吹
け
ど
も
，
恒つ
ね

な
る
ご
と
石い
わ

の
如
く
、
常
に
不
動
に
坐
し
ま
せ
。

亦ま
た

木
花
之
佐
久
夜
比
売
命
を
使
わ
し
て
ば
、
木

の
花
の
栄
ゆ
る
が
如
く
、
栄
え
座
せ
と
貢こ
う

進し
ん

し

き
」
と
、
天
孫
の
永
遠
不
動
の
隆
昌
を
祈
念
し

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
石
長
比
売
命

を
返
し
た
こ
と
に
よ
り
「
天
皇
命
等
の
御お
ん

命い
の
ち

長

く
ま
し
ま
ざ
る
な
り
」
と
寿
命
に
限
り
あ
る
こ

と
の
由
縁
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
山
祗
命
の
信
仰
は
山
を
守
護
す
る
神
徳
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
山
岳
修し
ゅ

験げ
ん

の
信

仰
が
篤
く
全
国
に
分
霊
が
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
山
祗
命
は
佐
渡
の
金
銀
山
の
守
護
神
で

も
あ
り
ま
す
。
天て
ん

武む

天
皇
朝
（
６
７
３
～

６
８
６
）
の
こ
ろ
は
山
林
農
産
の
守
護
神
で
あ

り
、
五
穀
豊
穣
の
神
と
し
て
も
信
仰
を
深
め
ま

し
た
。

春
を
呼
ぶ
！
第
６
回
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ

豪
雪
地
面
出
し
競
争
参
加
者
募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

「
節
分　

豆
ま
き
」を

開
催
し
ま
し
た

Tap 事務局　【TEL】765-5776　【FAX】765-3596

　

Ｔ
ａ
ｐ
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た

「
豪
雪
地
面
出
し
競
争
」
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
豪
雪
地
津
南
な
ら
で
は
の
雪
の
恵
み
を
感

じ
、
さ
ら
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
一
足
早
い
春
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。
地
面
出
し
競
争
の
他
に
予
選
を

行
い
、
参
加
者
も
応
援
者
も
よ
り
楽
し
め
る
企

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
気
心
の
知
れ
た
仲
間
や
職
場
で
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
雪
と
の
戦
い
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

３
月
20
日
（
春
分
の
日
）

　
　
　
　
　

集
合
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

■
会　

場　

津
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
小
雪
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対　

象　

小
学
生
以
上
の
ど
な
た
で
も

■
部　

門

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
２
名
を
含
む
）

■
表　

彰　

各
部
門
１
位
か
ら
３
位
ま
で
表
彰

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

「鬼は外！福は内！」盛り上がりました。

前年は小雪のため、特別ルールでした

■
お
申
し
込
み　

３
月
９
日
㈭
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ

事
務
局
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
ａ
ｘ
で
お
申
込
み

下
さ
い
。

■
そ
の
他

・
参
加
者
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

・
申
し
合
わ
せ
事
項
等
は
申
込
み
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

237
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農
業
委
員
会
の

窓

農
業
委
員
会
の

窓

津南町農業委員・農地利用最適化推進委員  募集

農業委員の選任方法の変更に加えて、新たに農地利用最適化推進委員
が新設されました。津南町では、平成 29 年 7 月 29 日に新たな体制
となります。農業委員もこれまでの選挙から、町長による選任に変更
になったことで、農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。

募集期間 平成29年２月 22日㈬〜平成29年３月 23日㈭　必着

募集人数
■農業委員18人
■農地利用最適化推進委員６人　担当区域（６区域）ごとに募集

任　　期 平成29年７月 29日〜平成32年７月 28日

募集方法

■「推薦」と「自らの応募」の２種類の方法があります。
■応募方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
■募集要項は募集期間中、津南町農業委員会事務局で配布しています。
■津南町ホームページでもダウンロードできます。

お問い合わせ 津南町農業委員会事務局　℡025-765-58583

「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
と
は
？

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら 

農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
、
農
業
委
員
会
の

業
務
が
こ
れ
ま
で
の
「
農
地
転
用
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
業
務
」
に
加

え
て
、新
た
に「
農
地
等
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」が
重
点
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
と
共
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く

委
員
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

津
南
町
で
は
、
18
名
の
農
業
委
員
に
加
え
、
６
名
の
推
進
委
員
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

担い手への
農地等利用の
集積・集約化

遊休農地の
発生防止・解消

新規参入の
促進
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

暦の上では「雨水」になりました。雨水は空から降
るものが雪から雨に変わる時季とされていますが津南
ではまだまだ真っ白な世界。でも確実に春に向かって
います。
今年初めての「あどあど通信」は三

さん

寒
かん

四
し

温
おん

（※）でも
ある不安定なこの時季を栄養たっぷりで雪解け水に似
ている「大根おろし」で元気をチャージしませんか！
をお伝えしたいと思います。
昔から「大根おろしには医者いらず」という言葉が
あるように大根おろしには
・消化を助ける　食欲増進
・免疫力アップ
・殺菌、抗菌作用などの食中毒予防
・血液サラサラ
などの効能があります。
このような優れた効能がある大根おろしですが、すり
おろしてから時間がたつにつれ効能がどんどん減少し
ていきますので食べる直前にすりおろすのが効果的！

大量に食べられて簡単でおいしい
＊大根おろし鍋＊
材料（４人分）
・大根（１本）　・豚バラ肉（400g）　
・長ネギ（４本）の３つ
①豚バラは食べやすい大きさ、長ネギは斜めスライ
スに切ります。
②鍋にスライスした長ネギを敷き詰めます。
③その上に豚肉を乗せてだし汁で煮ます。
④煮ている間に大根をすり始めます。豚肉に火が通っ
たら大根おろしをのせ出来上がりです。

●ポイント
大根おろしの汁も捨てずに鍋に入れて下さい。
豚肉をサバの缶詰 ( 味噌、水煮 ) に変えてアレンジ

もおすすめです♪
※「三寒四温」とは、寒い日が３日ほど続くと、その後４日間ぐらい
は暖かいということ。これを繰り返しながら、だんだん暖かくな
り、春へと向かう。もともと中国北部や朝鮮半島の冬の気候を表
す言葉で、後に日本に伝わった。

大根おろしで元気をチャージ !!

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　三浦　富恵（赤沢）

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

大
赤
沢
に
あ
る
蛇
淵
の
滝
も
同
じ
岩
石
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
水
冷
破
砕
溶
岩（
ハ
イ
ア
ロ
ク
ラ
ス
タ
イ
ト
）

…
マ
グ
マ
が
水
に
急
冷
さ
れ
て
で
き
た
細
か
い

砕
屑
粒
子
を
主
体
と
す
る
岩
石
。も
と
も
と
は

玄
武
岩
の
枕
状
溶
岩
の
周
辺
に
で
き
た
も
の
を

指
し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
で
は
玄
武
岩
に
限

ら
ず
に
、水
冷
破
砕
で
で
き
た
岩
石
を
ハ
イ
ア

ロ
ク
ラ
ス
タ
イ
ト
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

小
赤
沢
集
落
か
ら
続
く
苗
場
山
登
山
道
１
合

目
沿
い
に
諏
訪
神
社
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
か
ら

30
ｍ
程
歩
く
と「
大
瀬
の
滝
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
滝
は
、約
15
ｍ
の
落
差
が
あ
り
、滝
壺
の

近
く
ま
で
下
り
る
こ
と
が
で
き
る
美
し
い
滝
で

す
。風
向
き
に
よ
っ
て
水
飛
沫
が
飛
ん
で
き
て

夏
な
ど
心
地
よ
い
場
所
で
す
。

　

こ
の
滝
が
か
か
る
地
層
は
、結
東
層
と
呼
ば

れ
る
苗
場
山
麓
で
一
番
古
い
地
層
で
す
。そ
の

中
の
玄
武
岩
の
水
冷
破
砕
溶
岩（
ハ
イ
ア
ロ
ク

ラ
ス
タ
イ
ト
）と
呼
ば
れ
る
固
い
岩
石
が
滝
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
31

大お

ぜ瀬
の
滝

　
　
《
モ
デ
ル
》　

上
郷
小
学
校　

１
年

　
　
　
　
　
　
　

髙
波　

若
葉（
わ
か
ば
）さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

八
重
沢　

幸
永（
こ
う
え
い
）さ
ん

冬は行くのが
難しいです

が、春になった
らぜひ行っ

てみてね！気持
ちいいよ！



戸 籍 の 窓

N
ajom

on Inform
ation

■人口10,055（−4）　男4,896（−4）　女5,159（0）

■世帯数3,562（−2）　■転入／ 10　■転出／ 9　■出生／ 9　■死亡／ 14　■婚姻／ 0２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第7回　Myコレクション展
　会　期／ 2月4日㈯～ 3月4日㈯
　入場料／無料
　大相撲力士のゆかた切、箸置き、ラ

イター、ドラえもんストラップ、懐か

しのポスター等、様々なジャンルの

コレクションが集まり、子どもから

大人まで楽しめる展示会です。

●「鹿角のリングアクセサリー」体験
　日　時／ 3月20日㈪　13：30 ～ 14：30
　体験料／ 600円
　対　象／小学校中学年以上
　縄文時代から鹿角は人々の生活に関わってきまし

た。輪切りにした鹿角を磨いてアクセサリーをつく

ります。

●苗場山麓ジオパークガイド認定検定（初級）
　日　時／ 3月25日㈯　13：30 ～ 14：30
　会　場／なじょもん
　検定料／無料
　申込締切／ 3月10日㈮
　「苗場山麓ジオパークガイド」として活躍したい方

なら、どなたでも受けられます。

　お問合せ先：苗場山麓ジオパーク振興協議会事務局　☎765-1600

Myコレクション展の様子

鹿角のリングアクセサリー

苗場山麓の素晴らしさを伝えよう！

関谷　優
ゆう

斗
と

（赤沢） 裕行さん
 知子さん

桑原　悠
ゆ り

理（十二ノ木） 淳さん
 栗　小菊さん

大平　歩
ふ み か

実花（割野） 雅也さん
 美奈子さん

山田　冬
とう

花
か

（亀岡） 勲さん
 秋絵さん

樋口　夢
ゆ わ

笑（正面） 哲也さん
 笑子さん

髙橋　ちえ（辰ノ口） 真人さん
 夏実さん

藤ノ木ミサオさん	（94歳・大場）

瀧澤　剛利さん	 （84歳・大割野）

桑原　ケンさん	 （91歳・反里口）

藤ノ木　ケンさん	（101歳・堂平）

大平　アサさん	 （98歳・割野）

中沢　弘惠さん	 （95歳・越手）

江村　幸男さん	 （89歳・巻下）

小野沢　上さん	 （61歳・卯之木）

山田　善明さん	 （89歳・所平）

滝沢　フサさん	 （88歳・赤沢）

石沢　クニヱさん	（92歳・越手）

滝沢　久治さん	 （86歳・谷内）

宮澤　シゲさん	 （87歳・卯之木）

太田　キクイさん	（82歳・大割野）

桑原　シノさん	 （87歳・船山）

関谷　 さん	 （85歳・恵福園）

髙橋　輝雄さん	 （68歳・十二ノ木）

福𠩤　スミさん （87歳・外丸）

津端　長吉さん	 （81歳・大割野）

3 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈰ 9:00～11:00 スノーシュー　～卯之木集落の森を散策～　※要予約 300 低学年から

12日㈰ 13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年から

18日㈯ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

19日㈰ 9:00～15:00 カモシカウォッチング　～秋山郷～　※要予約 800 中学年から

20日㈪ 13:30～14:30 鹿角のリングアクセサリー 600 中学年から

25日㈯
10:00～12:00 春木山　※要予約 300 高学年から

19:00～21:00 星空観察会 300 低学年から

26日㈰ 10:00～12:00 タカラ貝のアクセサリー 500 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

　

例
年
よ
り
は
少
な
い

も
の
の
、ひ
さ
し
ぶ
り
の

雪
の
壁
に
な
ん
だ
か
ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。と
い
う
の
は
雪
下

に
ん
じ
ん
を
掘
る
体
験
ツ

ア
ー
や
、「
雪
の
お
か
げ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真

津
南
町
観
光
協
会

職
員
募
集

急
募
！

●
職
種　

一
般
事
務
（
観
光
案
内
・

庶
務
・
経
理
等
）　

１
名

●
待
遇　

委
細
面
談

●
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
の
紹
介
状
、
履
歴
書
、
職
務
経

歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ

い
。後
日
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

３
月
３
日
㈮

●
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
観
光
協
会

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
５
５
８
５

　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
：
石
沢
）

募
集
、雪
に
ま
つ
わ
る
小

冊
子
な
ど
な
ど
、雪
を
ア

テ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、雪
が
あ
る

か
ら「
出
来
な
い
」で
は
な

く
、雪
が
あ
る
か
ら「
出

来
る
」こ
と
。考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
近
年
に
な
い
荒
れ
模
様
の
町
ス

キ
ー
大
会
で
し
た
が
、
選
手
は
こ
の
天
気
に
立

ち
向
か
う
よ
う
に
前
を
向
い
て
い
ま
し
た
。
大

会
運
営
の
み
な
さ
ん
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。


